
 

■ 

年
頭
の
挨
拶 

二
月
と
な
り
ま
し
た
が
改
め
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

氏
子
の
皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て
は
新

し
き
年
を
迎
え
、
心
新
た
に
お
過
ご
し

の
事
と
存
じ
ま
す
。
昨
年
も
神
社
の
祭

礼
に
関
し
ま
し
て
は
何
事
も
な
く
終
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
此
れ
も
皆
様

の
協
力
・
御
指
導
が
あ
っ
て
、
為
し
得

た
事
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
一
月
一
日
に
起
こ
っ
た
能
登
半

島
地
震
に
よ
る
災
害
、
ま
た
九
月
の
豪

雨
に
よ
る
災
害
で
多
く
の
方
が
今
、
尚

避
難
所
生
活
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
災
害

に
よ
り
失
わ
れ
た
方
の
ご
冥
福
を
祈
る

と
共
に
以
前
の
能
登
に
戻
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。
此
の
地
方
で
は
大
き
な
災
害

も
な
く
無
事
で
居
ら
れ
る
事
に
感
謝
す

る
ば
か
り
で
す
。 

今
年
の
干
支
は
巳
年
で
す
。
巳
年
は
蛇

が
鎌
首
を
持
ち
上
げ
る
姿
か
ら
「
身
が

立
つ
」
と
言
っ
て
出
世
運
が
あ
り
、
蛇

が
皮
を
脱
ぐ
事
か
ら
復
活
、
再
生
を
表

し
、
白
い
蛇
は
幸
運
を
も
た
ら
し
、
金

運
も
上
が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
良

い
事
ず
く
め
の
年
で
す
。
た
だ
自
分
か

ら
行
動
し
な
い
と
良
い
こ
と
は
巡
っ
て

こ
な
い
の
で
何
事
に
も
行
動
を
起
こ
す

事
を
心
が
け
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
一
年
も
昨

年
同
様
に
榊
山
神
社
を
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

        

正
月
元
日
三
時
撮
影 

 

■ 

御
神
木
祭 

 

本
年
六
月
六
日
中
津
川
市
で
ご
神
木

祭
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
行
事
は
伊
勢

の
神
宮
（
日
本
の
総
氏
神
）
の
二
十
年

に
一
回
行
わ
れ
る
※

式
年
遷
宮
の
お
祭

り
で
加
子
母
、
付
知
の
山
よ
り
神
宮
の

神
様
の
御
神
体
を
納
め
る
御
用
材
を
伐

り
出
し
て
六
日
か
ら
八
日
駆
け
岐
阜
県

内
を
通
り
三
重
に
運
ぶ
一
大
行
事
で
す
。

正
式
名
称
は
「
※

御
樋
代
木
奉
迎
送
」
と

言
い
ま
す
。
御
神
体
を
納
め
る
器
を
御

樋
代
木
と
言
い
式
年
遷
宮
で
作
ら
れ
入

れ
替
え
る
も
の
と
し
て
一
番
重
要
な
も

の
で
す
。
こ
の
御
用
材
は
二
百
年
以
上

前
か
ら
木
曽
の
山
、
裏
木
曽
の
山
か
ら

人
力
、
鉄
道
、
川
を
利
用
し
て
出
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
今
で
は
ト
ラ
ッ
ク
で
運

び
出
し
て
い
ま
す
。
裏
木
曽
（
加
子
母
・

付
知
）
か
ら
出
さ
れ
る
木
は
姫
路
城
・

名
古
屋
城
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
良
質
の

材
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
が
其
の

中
で
も
一
番
良
い
と
さ
れ
る
大
木
を
選

ん
で
伐
り
だ
さ
れ
ま
す
。 

二
十
年
前
は
加
子
母
村
・
付
知
町
が
主

で
し
た
の
で
福
岡
町
に
は
お
立
ち
寄
り

し
ま
せ
ん
で
し
た
が
以
降
年
は
中
津
川

市
と
な
っ
た
為
、
付
知
（
護
山
神
社
・

花
街
道
）
福
岡
（
総
合
事
務
所
）
苗
木

（
元
起
）
中
津
川
（
駅
前
・
に
ぎ
わ
い

ひ
ろ
ば
）
に
立
ち
寄
り
、
神
事
と
イ
ベ

ン
ト
行
事
を
行
政
の
御
神
木
実
行
委
員

会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
執
り
行
い
ま
す
。 

二
十
年
に
一
度
し
か
行
わ
れ
な
い
行

事
で
す
の
で
多
く
の
方
に
お
迎
え
と
お

見
送
り
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
こ
の

地
方
が
昔
か
ら
森
林
文
化
で
あ
っ
た
事

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  
予
定 

総
合
事
務
所
前 

 
 

六
月
六
日
十
時
集
合 

 
 

 
 

 
 

十
一
時
お
迎
え 

 
 

 
 

 
 

十
二
時
半
お
見
送
り 

 
 

参
加
お
願
い
し
ま
す 
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■ 
祭
り 

 
今
回
、
祭
り
に
つ
い
て
知
っ
て
頂
く
べ

く
文
章
を
書
い
て
見
ま
し
た
。 

ま
ず
は
「
祭
」
と
言
う
漢
字
で
す
が
「
神

仏
霊
を
敬
う
儀
礼
行
為
」
で
食
物
や
物

を
祭
壇
に
供
え
て
い
る
状
景
を
表
し
た

文
字
で
す
。 

神
社
で
の
お
祭
り
は
大
祭
中
祭
小
祭

と
分
類
さ
れ
榊
山
神
社
で
は
夏
祭
り
を

大
祭
扱
い
、
春
祭
り
、
秋
祭
り
、
元
旦

祭
を
中
祭
扱
い
、
其
の
他
の
祭
り
を
小

祭
と
分
け
て
取
扱
を
し
て
お
り
ま
す
。

小
祭
は
関
係
者
又
は
神
職
の
み
で
扱
う

祭
り
と
な
り
厄
除
け
祈
願
祭
、
還
暦
報

告
祭
、
安
産
祈
願
祭
、
初
宮
健
康
祈
願

祭
な
ど
含
み
ま
す
。
大
祭
・
中
祭
に
つ

い
て
四
季
の
祭
り
と
し
て
来
賓
を
招
待

し
て
執
り
行
っ
て
い
ま
す
。 

外
祭
に
つ
い
て
は
、
地
鎮
祭
、
安
全
祈

願
祭
、
竣
工
祭
、
家
祈
祷
祭
、
○
○
祭

な
ど
多
く
の
祭
り
が
あ
り
そ
の
際
は
神

様
を
お
呼
び
し
て
神
事
を
執
り
行
い
ま

す
。 

特
殊
な
と
こ
ろ
で
は
葬
儀
（
通
夜
祭
、

葬
祭
、
発
柩
祭
、
火
葬
祭
）、
御
霊
祭
（
五

十
日
祭
、
一
年
祭
、
三
年
祭
・
・
・
）

も
祭
り
で
亡
く
な
っ
た
方
を
敬
い
お
参

り
す
る
行
為
で
す
。 

こ
の
よ
う
に
多
く
の
お
祭
り
が
在
り

ま
す
が
最
近
で
は
「
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」

「
お
い
で
ん
祭
」「
菓
子
ま
つ
り
」
な
ど

多
様
な
使
い
方
が
増
え
て
き
て
い
る
よ

う
で
す
。
祭
り
と
言
う
本
来
の
意
味
が

変
わ
っ
て
目
に
見
得
な
い
も
の
に
感
謝

す
る
心
が
失
わ
れ
て
き
て
い
る
よ
う
で

す
。 

身
近
な
と
こ
ろ
で
の
感
謝
を
表
す
行

為
の
祭
り
を
一
つ
挙
げ
れ
ば
家
祈
祷
祭 

が
あ
り
ま
す
。
家
を
新
築
、
改
築
し
た

際
や
年
初
め
に
家
を
祓
い
守
護
す
る
神

札
を
受
け
る
神
事
で
す
。
家
は
人
生
で

何
度
も
購
入
し
た
り
、
直
し
た
り
す
る

事
が
費
用
的
に
出
来
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
大
切
に
扱
い
ま

す
。
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、
貸
し

家
で
は
あ
ま
り
行
わ
れ
ま
せ
ん
が
、
持

ち
家
の
方
に
と
っ
て
、
家
は
家
族
の
平

安
な
ど
を
守
っ
て
く
れ
て
い
る
存
在
で

感
謝
す
る
対
象
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

日
本
で
は
八
百
万
の
神
が
い
る
と
信
じ

ら
れ
家
の
中
に
も
多
く
の
神
様
が
い
て

平
穏
な
日
々
が
送
ら
れ
る
の
も
家
に
い

る
神
様
の
お
か
げ
と
思
う
気
持
ち
あ
れ

ば
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
る

と
思
い
ま
す
。 

何
か
問
題
が
起
き
た
ら
お
祓
い
を
し

て
も
ら
っ
た
り
、
危
な
い
事
か
ら
運
良

く
助
か
っ
た
り
す
る
と
感
謝
を
し
た
り

し
ま
す
が
、
ほ
ん
と
う
は
、
何
も
な
い

毎
日
こ
そ
護
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

平
穏
無
事
な
暮
ら
し
こ
そ
そ
の
結
果
な

の
で
、
日
々
の
「
当
た
り
前
」
に
対
し
、

「
感
謝
と
祈
り
」
を
忘
れ
な
い
よ
う
な

暮
ら
し
方
を
し
た
い
も
の
で
す
。 

祭
り
を
行
う
意
味
、
意
義
を
知
っ
て
、

失
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
日
本
人
の
大
切

な
習
慣
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
絶
え
る
こ

と
な
く
守
っ
て
い
く
よ
う
願
い
ま
す
。 

   

■ 

こ
れ
か
ら
の
祭
り 

 

令
和
七
年
二
月
二
十
一
日(

金) 

 

天
神
神
社
祭
典 

午
後
二
時 

来
賓 

区
長 

小
学
校
校
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

神
社
関
係
者 

 
 

 

令
和
七
年
三
月
二
日(

日) 

 

春
祭
り(

祈
念
祭) 

 

午
後
二
時 

来
賓 

市
議 

区
長 

区
会 

町
内
会
長 

神
社 

関
係
者 

 
 

令
和
七
年
三
月
二
十
日(

木) 

 

戦
没
者
慰
霊
祭 

午
前
十
時 

遺
族
会 

 
 

春
季
祖
霊
殿
御
霊
祭 

午
後
一
時 
永
代
供
養
親
族 

 
 

震
災
鎮
魂
祭 

午
後
四
時 

区
長 
神
社
関
係
者 

 

■ 

巫
女
舞
ク
ラ
ブ 

 
 

 

舞
姫
募
集 

榊
山
神
社(

福
岡)

・
常
磐
神
社(

高

山)

・
田
瀬
神
社(

田
瀬)

・
白
山
神
社(

下

野)

の
祭
り
に
神
前
の
前
で
踊
る
児

童
・
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

        

対
象 

令
和
七
年
四
月
時 

小
学
校
四
年
生
～ 

中
学
三
年
生
ま
で
の
女
子 

練
習
時
間 

週
一
回
一
時
間
程
度 

場
所 

榊
山
神
社
氏
子
会
館 

会
費 

３
千
円/

一
年 

昨
年
は
境
外
活
動
と
し
て
敬
老
会
披

露
又
、
踊
り
以
外
に
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
を
行
い
ま
し
た
。 
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地鎮祭祭壇 


